一般社団法人日本家政学会家族関係学部会

第37回 家族関係学セミナープログラム
日時 ：2017年10月21日（土）12時 ～ 10月22日（日）12時
会場 ：ホテルビナリオ嵯峨嵐山（社会福祉法人全国手話研修センター「コミュニティ嵯峨野」　)          　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〒616-8372　京都市右京区嵯峨天龍寺広道町3‐4
日 程
	10月21日（土）
　  12時～　　     　　　受付　 　     　　　エントランス
　　13時～　　　　　　　 開会　　　　　　　　会議室「嵐山」　
    13時15分～16時　　 　公開シンポジウム　　会議室「嵐山」
　　テーマ：「家族／家庭のリアリティーを多角的に考える
―生活者としての女・男・子どもの生きざまを問い直す」

    16時15分～17時 　　　総会　　　　　　　　会議室「嵐山」
　  18時～    20時　　　 懇親会　　          宴会場「常盤」
  10月22日（日）
 　 8時30分～　　    　　受付　　            会議室「愛宕」前
    9時～     12時　  　 自由報告
                     　　　 A　第１分科会　　会議室「御室」
 　　　 B　第２分科会　　会議室「愛宕」



  　  　  　　    　  　    
【第37回家族関係学セミナー事務局】　
京都教育大学　杉井　潤子

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〒612-8522 京都市伏見区深草藤森町１

Phone & Fax 075-644-8317   

E-mail sugii@kyokyo-u.ac.jp

　　　　
第１日　10月21日（土）

12時　～　　 　　 　　受付　　　　　　　　　　　　　　エントランス
13時　～　　　　　　　開会　　　　　　　　　　　　　　会議室「嵐山」
13時15分　～　16時　　公開シンポジウム　　　　　　　　会議室「嵐山」
テーマ：家族／家庭のリアリティーを多角的に考える
―生活者としての女・男・子どもの生きざまを問い直す―
 　           　　　　　　　　　　　　　　　司会：松岡　悦子（奈良女子大学）
【趣旨】
	本シンポジウムでは、子産み（出産）・子育て（育児）・介護・看護など家庭生活・家族にかかわる営みについて、近世から近代、現代へと展開していく過程と諸相を読み解くとともに、生活者として女・男・子ども一人ひとりが、国家（藩）、コミュニティ（村落共同体）、家族（家）といった多様な関係性とのかかわりの中で生きる生きざまを問い直すことを試みる。
共通する課題は、歴史軸、個人－家族・コミュニティ－社会軸、グローバル軸から、家族／家庭のリアリティーに忠実に目を向け、耳を傾け、そこから学び取るという姿勢である。
過去・現在を通して、これからの家庭生活と家族関係の未来をともに議論し、見通すことを目的とする。


【シンポジスト】
報告1　 沢山　美果子氏（岡山大学大学院社会文化科学研究科）

「『いのち』とジェンダーの視点からみた女・男・子ども―近世から近代へ」

報告2　 天木　志保美氏（元・同志社大学文学部）

「後期近代と家族」
報告3　　宮坂　靖子氏（金城学院大学生活環境学部）
「家族の近代化・脱近代化と子育て
―ケアネットワークと情緒規範からのアプローチ」
16時15分　～　17時　　　　総会　　　    　会議室「嵐山」
18時　　　～　20時　　　  懇親会　　    　宴会場「常盤」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

第２日　10月22日（日）
8時30分　～　 　 受付　会議室（愛宕）前
9時00分　～　12時00分  自由報告（○印は報告者）

報告20分（１鈴：終了1分前、２鈴：終了）質疑応答 5分 計25分

Ａ会場：第１分科会　会議室（御室）　
座長：上野　顕子（金城学院大学）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
１．高齢者疑似体験の教育効果検証に関する研究
赤松　瑞枝　（跡見学園女子大学）
２．幼児期のお手伝い経験と小・中・高等学校時代の家事頻度
岩﨑　香織　（國學院大學栃木短期大學）
３．季節感を軸とする教科横断的な学びの可能性
　―京都府北部丹後地方の小学生の生活を通して―
改田　仁実　（京都教育大学・院）
４．現代中国における教育ストレスと子どものソーシャルスキルに関する研究
　　　　　　　　　　　　　　―湖北省黄岡市における質問紙調査に基づいて―
　　　陳　鳳　（愛知教育大学・院）
【休憩】10時40分　～　10時45分　
座長：木脇　奈智子（藤女子大学）
５．中学生の政治参加意識を規定する要因　
―親の投票行動認識との関係性―
岩下　好美　（KCJ GROUP株式会社）

６．女性雑誌に見る子どもの教育と親の役割
李　秀眞　（弘前大学）
７．育児期の母親のIT利用と世代間の支援交換
大風　薫　（お茶の水女子大学)
Ｂ会場：第２分科会　会議室（愛宕）　
座長：大山　治彦（四国学院大学） 
１．65歳以上の夫婦世帯と単身世帯の家族時間と生活満足度
　　　　　　　　　　　　　　―韓国生活時間調査の分析から―
金　珠賢　（韓国・忠南大学校）
２．日本におけるインドネシア人技能実習生と母国における家族の関係
Primasari Nirwana Dewi　（奈良女子大学・院）
３．現代中国の未婚者の家族形成に関する意識　
―結婚・出産観を中心に―
郭　朕潔　（奈良女子大学・院) 
４．共働き夫婦の家計と夫婦関係
　　　鈴木　富美子　（東京大学）
【休憩】10時40分　～　10時45分
座長：山下　亜紀子　(九州大学)
５．育児を取り巻く現状と「乳児家庭全戸訪問事業」の意義
　　　　　　　　　　　　　　―Ａ市における訪問事業実施者と母親の認識から―　
永田　阿子　（奈良女子大学・院)
６．養子縁組の減少と社会保障の拡大
湯沢　雍彦　（元・お茶の水女子大学）
７．「一人っ子政策」から「二人っ子政策」へ
―中国女性の出産をめぐる意識について―
郭　進　（奈良女子大学・院)
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